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大 洲 民大 洲 民大 洲 民大 洲 民 報報報報    2017 年 4 月 30 日 
日 本 共 産 党 

大洲市委員会 

23-3271 

39-2915 

平成２９年度 大洲市立幼稚園における新規事業のうち、一時預かり事

業については以下の通りです。 

なお、詳細については大洲市教育委員会もしくは教育総務課へお問い合

わせ下さい。 

 

 

 

 

 

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

大洲市３月定例議会 議案議案議案議案のののの問題点問題点問題点問題点    

梅木かづこ市議の議案反対討論より 

大洲市一般会計予算で、本市は財政が厳しい、厳しいと市民に負担を押し

つけてきましたが、いろいろな名目で基金を積み立て、平成２７年度決算で、

７７億円あまりもあります。生活にあえいでいる市民の負担軽減に振り向け

るべきです。私は、平成１７年９月議会から乳幼児の医療費無料化を求め、

平成２２年１２月議会では小中学校の医療費無料化を要望し、入院の無料化

は実現しました。その後、近隣の自治体で通院も無料化が進むなか、本市で

の実施を求めてきました。 

今予算で、お子さんの医療費の無料化のうち、入院医療費が第３子からの

実施、また、幼稚園学校給食費の第３子の無料化が予算されています。認可

外保育所の保育料も無料化が打ち出されました。愛媛県と共同で、第２子以

降に紙おむつの購入支援５万円が予定されています。予算規模は、３１９６

万円です。県内自治体が概ね通院、入院無料実施のなか、本市も一歩足を踏

み出すべきです。 

市長は、原発と当面は共存の立場です。また、治水対策費は６７００万円

しかないのに、山鳥坂ダム対策費は２億６６００万円あり、そのうち大洲市

の負担は、１億７０００万円（借金で９１００万円、一般会計で７７２０万

円）あります。今後、工事が本格化すればさらに大洲市の負担が懸念されま

す。鬼怒川には、上流にダムが４つもあったのに、先の洪水が発生しました。 

また土地開発公社の解散のスケジュールが明らかにされました。国が言う

から、県が言うからと取り込み、大きな財政負担を市民の負わせる結果とな

りました。「立地適正化計画策定事業」が平成２９年度から３０年度９１５

５千円債務負担行為されています。国のコンパクトシティ推進を活用するも

のです。経済圏、居住圏などを集約して、行政費用の削減を図る取り組みで

す。検討している自治体では、周辺部のサービス低下、切り捨て、中心地は

再開発やムダな公共工事が危惧されています。本市でもその方向での頭出し

予算をしたということであり、周辺地域のますますの切り捨てに拍車をかけ

る事になります。 

 

 


